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【主な研究成果】
Ti-15Fe合金を用いて、凝固に伴う溶質偏析を活用したtrimodal微細構造形成について検討した。as-cast材を時効することにより、Fe濃度が異なる3相が形成された。高Fe濃度では(β+B2)相が、低Fe濃度では(β+α)相が、中間領域ではβ単相が生成した。偏析に起因する微細組織は、機械的性質の異なるドメインネットワークを形成し、ひずみ分割を促進し、ヘテロ変形誘起(HDI)強化を促進した。本合金は、均質化処理した合金と比較して、降伏強度が200 MPa以上、破壊ひずみがほぼ2倍に同時に増加した。硬質B2相含有領域は、均一に分布すると脆性を伴うことが多いが、柔軟なβマトリックス内に空間的に閉じ込められることでプラスに作用し、機械強度特性が維持された。本手法は、製造プロセスの簡素化とエネルギー消費削減とともに、従来は欠陥と考えられてきた凝固偏析を能動的なプロセスパラメータとして活用する点が特徴である。
【今後の展望】
本研究結果をもとにして、レーザー粉末床溶融結合法を用いたtrimodal微細構造形成と力学特性発現に取り組み、高機能化への指針を提案する。
【具体的な成果】
β型Ti合金の固溶強化におけるFeの特異な強化挙動 
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Age-hardening behavior of the BCC Ti-20Fe alloy
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析出相を利用したチタン合金の不均質組織形成と強度-延性バランス向上 
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